
 

 

～札幌オリンピックの価値を見直す授業～ 
 

Ⅰ 実践の目指しているもの 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材名（単元名） 

「新しい日本、平和な日本へ」 

２ 題材の目標（単元の目標） 

・我が国の戦後の歩みに関心をもち、進んで調べようとする。日本の課題や発展について考えよう

としている。（関心・意欲・態度） 

・我が国の戦後の歩みについて、学習問題や予想、学習計画を考え、適切に表現している。（思考・

判断・表現） 

・年表、家族の話、その他の資料を活用して、必要な情報を集め、読み取り、まとめて、自分の考

えに生かしている（技能） 

・戦後、我が国が国民の不断の努力によって国民生活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果た

してきたことがわかる。（知識・理解） 

小学校における実践                        ふるさと札幌の学び 

 小学校６年 社会科  

「札幌オリンピック」で子どもの見方・考え方を鍛える！ 

 本単元では、日本が敗戦から 70年の間に、国民の不断の努力によって復興・発展し、さらには平

和を願う国に変容していったことを理解することを目指している。 

 単元の導入では、1945 年、1964 年、2013 年の３枚の新宿の様子の写真を提示し、比較することで、

焼け野原だった日本がゼロからスタートし、短い期間で復興・発展を遂げていく様子を捉え、「どの

ように日本は、復興・発展していったのだろう？」という単元を貫く学習問題を生む。また、単元

を進めていく中で、「東京オリンピック」さらには「札幌オリンピック」を取り上げることで、「平

和」という観点を加えて歴史を見る目を育てることをねらう。 

 このように、本単元では、過去と現在の事象を比較したり、日本と外国との関わりを考えたりす

ることを通して、いくつかの事象を関係付けその背景を読み取る力を育む。 

３ 題材の指導計画・単元構成など 

 

 

 

 

 

  



Ⅲ 本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本時の目標 

・オリンピックを東京だけでなく、札幌でも開催した理由を考える活動を通して、オリンピック 

クの開催がもたらすメリットと、自分たちの住む札幌のよさについて理解できる。（思・判・表） 

（２）本時の展開（７／９） 

 
 

 

 

 

 

 

 

評価：わかっタイムにおいて、札幌オリンピックの開催がもたらすメリットや自分たちの住む札幌

のよさについて表現しているか。また、45 分の中で変容が見られたか。 

 



Ⅳ 実践のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成 果】 
○単元を貫く学習問題を生むことで、子どもの学ぶ意欲が持続された。さらに、わかっタイムで学

習の過程を振り返ることにより、子ども自身が自分の考えの変容に気付くことができ、学びが確

かなものになった。 

○「東京オリンピック」と「札幌オリンピック」の２つの事象を取り上げたことで、児童がより日

本が復興・発展を遂げた様子を捉えやすかった。また、「平和」についての見方や考え方も、「札

幌オリンピックでの国交のない国の国旗掲揚」を取り上げたことで、日本は「もう戦争をしない

国」から、「本当の平和を世界に広めようとする国」へと深まった。 

○「札幌オリンピック」が、市民が中心となって開催されたオリンピックであることを読み取るこ

とができる資料（高校生による聖火ランナー、市民による誘致活動、子どもスケーターなど）を

提示することで、児童が札幌市民の力（地域の力）に目を向けることができた。 

○「札幌オリンピック」を学ぶことが、「札幌のよさ・札幌の誇れること」を見直すことになり、児

童のふるさとである、「札幌」に愛着をもたせることができた。 

 

【課 題】 
○学習問題が漠然としていたので、もっと絞ったものが適切だった。「平和」や「札幌で開かれた意

義」、「市民が中心となった意義」など、どれかに絞る方が良かった。 

○「東京オリンピック」の学習も同じような展開で授業を行うと効果的である。 

○学習問題を絞ることで、児童の全体交流もより深まったと考えられる。 

 


